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神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

電気機器Ⅰ Ⅰ (Electrical Machinery I)

電気工学科・4年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気機器Ⅰ では，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学して，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学の変換を行なっている．そのために，電気磁気学変換を行なっている．そのために，電気磁気学を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学行なっている．そのために，電気磁気学なっている．その変換を行なっている．そのために，電気磁気学ために，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気磁気学
の変換を行なっている．そのために，電気磁気学知識が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得であり，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得めに電気磁気学を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得の変換を行なっている．そのために，電気磁気学性質について説明する．これらの習得について説明する．これらの習得する．これらの変換を行なっている．そのために，電気磁気学習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得得
した知識が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学基にして，電気機器のうちの静止器である変圧器および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機についてにして，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気機器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学うちの変換を行なっている．そのために，電気磁気学静止器Ⅰ である変圧器Ⅰ および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について変圧器Ⅰ と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学同様な原理の回転機である誘導機についてな原理の回転機である誘導機についての変換を行なっている．そのために，電気磁気学回転機である誘導機について
説明する．これらの習得し，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学動作原理の回転機である誘導機についてや特性などを理解する特性などを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学理の回転機である誘導機について解するする.

【A4-E4】電気機器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学動作原理の回転機である誘導機についてを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学説明する．これらの習得するために必要な電気および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について磁気
の変換を行なっている．そのために，電気磁気学計算問題を解ける．を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学解するける．

フレミングの左手および右手の法則，ファラデーの電磁誘導の法則などを理解の変換を行なっている．そのために，電気磁気学左手および右手の法則，ファラデーの電磁誘導の法則などを理解および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について右手および右手の法則，ファラデーの電磁誘導の法則などを理解の変換を行なっている．そのために，電気磁気学法則，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学ファラデーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学の変換を行なっている．そのために，電気磁気学電磁誘導の変換を行なっている．そのために，電気磁気学法則などを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学理の回転機である誘導機について解する
できているか，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学前期中間試験およびレポートでおよび変圧器と同様な原理の回転機である誘導機についてレポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トでで60%以上正解するを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学合格として評と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学して評
価する．する．

【A4-E4】変圧器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学動作原理の回転機である誘導機についてを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学理の回転機である誘導機について解するし説明する．これらの習得できる．また，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学等価する．回路の性質について説明する．これらの習得による特
性計算や特性などを理解するベクトでル図が作図できる．が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得作図が作図できる．できる．

変圧器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学動作原理の回転機である誘導機について，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学等価する．回路の性質について説明する．これらの習得による特性計算，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学負荷を接続した場合のベクトを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学接続した場合のベクトした場合の変換を行なっている．そのために，電気磁気学ベクトで
ル図が作図できる．が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得作図が作図できる．できるか，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学前期定期試験およびレポートでおよび変圧器と同様な原理の回転機である誘導機についてレポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トでで60%以上正解するを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学合格として評と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学
して評価する．する．

【A4-E4】誘導機の変換を行なっている．そのために，電気磁気学動作原理の回転機である誘導機についてを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学理の回転機である誘導機について解するし説明する．これらの習得できる．
誘導機の変換を行なっている．そのために，電気磁気学動作原理の回転機である誘導機についてを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学理の回転機である誘導機について解するしているか，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学前期定期試験およびレポートでおよび変圧器と同様な原理の回転機である誘導機についてレポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トでで60%以
上正解するを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学合格として評と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学して評価する．する．

成績は，試験は，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学試験およびレポートで75%　レポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トで25%　と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学して評価する．する．なお，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学試験およびレポートで成績は，試験は前期中間試験およびレポートでと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学前期定期試験およびレポートでの変換を行なっている．そのために，電気磁気学平均点とする．総と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学する．総
合成績は，試験(試験およびレポートでと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学レポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トで)100点とする．総満点とする．総で60点とする．総以上を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学合格として評と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学する．レポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トでと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学は，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学講義復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得課題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学こと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学である．

FirstStageシリーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学ズ 新訂「電気機器Ⅰ 概論」：千葉明する．これらの習得[監修]（実習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得出版）

OHM大学テキストで 電気機器Ⅰ 学
「エレクトでリックマシーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学ン＆パワーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学エレクトでロニクス [第2版]」：エレクトでリックマシーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学ン＆パワーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学エレクトでロニクス編集委員会著（森北出版）
「電気機器Ⅰ  I」野中作太郎（森北出版）
「電気機器Ⅰ  II」野中作太郎（森北出版）

電気磁気学I(3年)，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気回路の性質について説明する．これらの習得I(2年)，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学電気回路の性質について説明する．これらの習得II(3年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項

各レポートは次回の講義開始時に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．なお，各レポートの最終提出期日は，レポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トでは次回の変換を行なっている．そのために，電気磁気学講義開始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得時に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．なお，各レポートの最終提出期日は，に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．なお，各レポートの最終提出期日は，し，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学それ以降に提出されたものは減点される．なお，各レポートの最終提出期日は，に提出されたもの変換を行なっている．そのために，電気磁気学は減点とする．総される．なお，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学各レポートは次回の講義開始時に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．なお，各レポートの最終提出期日は，レポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トでの変換を行なっている．そのために，電気磁気学最終提出期日は，は，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学
各レポートは次回の講義開始時に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．なお，各レポートの最終提出期日は，レポーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学トで回収し，それ以降に提出されたものは減点される．なお，各レポートの最終提出期日は，日は，の変換を行なっている．そのために，電気磁気学次の変換を行なっている．そのために，電気磁気学講義開始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得時に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．なお，各レポートの最終提出期日は，と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学する．なお，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学状況により最終提出期日を変更する場合がある．により最終提出期日は，を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学変更する場合がある．する場合が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得ある．



授業の計画（電気機器Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について電気機器Ⅰ について説明する．これらの習得する．

2 電気機器Ⅰ を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学学ぶための変換を行なっている．そのために，電気磁気学基にして，電気機器のうちの静止器である変圧器および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について礎知識が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得について説明する．これらの習得する．

3 導電材料および磁性材料ついて説明する．および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について磁性材料および磁性材料ついて説明する．ついて説明する．これらの習得する．

4 磁性材料および磁性材料ついて説明する．および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について絶縁材料および磁性材料ついて説明する．ついて説明する．これらの習得する．

5

6 変圧器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学構造および理論について説明する．および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について理の回転機である誘導機について論について説明する．これらの習得する．

7 変圧器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学等価する．回路の性質について説明する．これらの習得および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について電圧変動率について説明する．について説明する．これらの習得する．

8 中間試験およびレポートで 中間試験およびレポートでを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学実施する．する．

9 中間試験およびレポートでの変換を行なっている．そのために，電気磁気学解する説，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学変圧器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学損失と効率，および変圧器の温度上昇と冷却について説明する．と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学効率について説明する．，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について変圧器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学温度シラバス上昇と冷却について説明する．と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学冷却について説明する．について説明する．これらの習得する．

10 変圧器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学結線について説明する．について説明する．これらの習得する．

11 三相変圧器Ⅰ ・三巻線について説明する．変圧器Ⅰ ・単巻変圧器Ⅰ ，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学変圧器Ⅰ の変換を行なっている．そのために，電気磁気学並行なっている．そのために，電気磁気学運転法，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機についてタップ切換え変圧器について説明する．切換を行なっている．そのために，電気磁気学え変圧器について説明する．変圧器Ⅰ について説明する．これらの習得する．

12 各レポートは次回の講義開始時に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．なお，各レポートの最終提出期日は，種変圧器Ⅰ について説明する．これらの習得する．
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序章「電気機器Ⅰ 」を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学学ぶにあたって(1)

序章「電気機器Ⅰ 」を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学学ぶにあたって(2)

第2章 電気材料および磁性材料ついて説明する．(1)

第2章 電気材料および磁性材料ついて説明する．(2)

第2章の変換を行なっている．そのために，電気磁気学節末問題を解ける．および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について章末問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学解する説 第2章の変換を行なっている．そのために，電気磁気学節末問題を解ける．および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について章末問題を解ける．について解する説する．

第3章 変圧器Ⅰ (1)

第3章 変圧器Ⅰ (2)

第3章 変圧器Ⅰ (3)

第3章 変圧器Ⅰ (4)

第3章 変圧器Ⅰ (5)

第3章 変圧器Ⅰ (6)

第3章の変換を行なっている．そのために，電気磁気学節末問題を解ける．および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について章末問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学解する説(1) 第3章の変換を行なっている．そのために，電気磁気学節末問題を解ける．および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について章末問題を解ける．について解する説する．

第3章の変換を行なっている．そのために，電気磁気学節末問題を解ける．および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について章末問題を解ける．の変換を行なっている．そのために，電気磁気学解する説(2) 第3章の変換を行なっている．そのために，電気磁気学節末問題を解ける．および変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について章末問題を解ける．について解する説する．

1回目からから14回目からまでの変換を行なっている．そのために，電気磁気学復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得 1回目からから14回目からまでの変換を行なっている．そのために，電気磁気学復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得する．

備など）
考

前期中間試験およびレポートでおよび変圧器と同様な原理の回転機である誘導機について前期定期試験およびレポートでを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学実施する．する．
本科目からの変換を行なっている．そのために，電気磁気学修得には，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学30 時に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．なお，各レポートの最終提出期日は，間の変換を行なっている．そのために，電気磁気学授業の変換を行なっている．そのために，電気磁気学受講と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学 15 時に回収し，それ以降に提出されたものは減点される．なお，各レポートの最終提出期日は，間の変換を行なっている．そのために，電気磁気学事前・事後の自己学習が必要である．なお，試験単体の平均点が例年と比べて著しく低いと担当教員が判断した場合は，の変換を行なっている．そのために，電気磁気学自己学習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得必要である．なお，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学試験およびレポートで単体の平均点が例年と比べて著しく低いと担当教員が判断した場合は，の変換を行なっている．そのために，電気磁気学平均点とする．総が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得例年と機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学比べて著しく低いと担当教員が判断した場合は，べて著しく低いと担当教員が判断した場合は，低いと担当教員が判断した場合は，いと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学担当教員が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得判断した場合は，した場合は，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学
60点とする．総満点とする．総の変換を行なっている．そのために，電気磁気学再試験およびレポートでを利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学クラス全体の平均点が例年と比べて著しく低いと担当教員が判断した場合は，で実施する．する場合が必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得あるが必要不可欠であり，まず始めに電気磁気学を復習する．そして磁気回路の性質について説明する．これらの習得，電磁気現象を利用して，電気エネルギーと機械エネルギーの変換を行なっている．そのために，電気磁気学学生からの再試験要望には応じない．からの変換を行なっている．そのために，電気磁気学再試験およびレポートで要望には応じない．には応じない．じない．
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